
松本広域連合

期間:令和6年度（2024年度）～令和10年度（2028年度）

広域計画
松本広域連合

M a t s u m o t o  R e g i o n  U n i o n

松本広域連合　シンボルマーク
「円」は、松本地域を表し、「ｍ」は、松本の頭文字を
手書きで表現し、松本地域の市村が力強く未来に
向かって飛躍、発展する様子を象徴しています。
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タイプライターテキスト
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選挙管理委員会
（委員　4）

公平委員会
（委員　3）

監査委員
（委員　2）

警　防　課

副広域連合長

広域連合議会
（議員24)

議会事務局

事　務　局 総　務　課 正副広域連合長会議
（関係市村長等）9

豊科消防署

福祉･地域課

広域連合長 助　　役

予　防　課

幹　事　会
（広域担当課長)　8

代表副広域連合長

消　防　局 総　務　課

参　事　会
（市：部　長） 4

丸の内消防署

梓川消防署

芳川消防署

穂高消防署
通信指令課

明科消防署

会計管理者 会　計　課

山形消防署
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平成元年度
出　資　額

平成２年度
出　資　額

H12年度末 H16年度末 H17年度末 H21年度末 R4年度末

麻　績　村

生　坂　村

山　形　村

朝　日　村

筑　北　村

（本　城　村）

（坂　北　村）

（坂　井　村）

（小計）

※　平成元年度から平成21年度までの名称は、「松本地域ふるさと市町村圏基金」

※  平成22年度以降は、金額に変更があった場合に掲載

冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ等松本地域推進協議会寄付金

（三　郷　村）

（堀　金　村）

東
　
筑
　
摩
　
郡

合　　　　計

信州博覧会松本広域館・国宝松本城
400年祭り実行委員会寄付金

（塩　尻　市）

（楢　川　村）

安　曇　野　市

長野県助成金

（豊　科　町）

（穂　高　町）

（松　本　市）

市町村出資金合計

（奈　川　村）

（安　曇　村）

（梓　川　村）

塩　　尻　　市

（四　賀　村）

（明　科　町）

（単位：千円）

区　　　　　分

松　　本　　市

（波　田　町）

〔松　本　市〕

松本地域ふるさと基金造成の経緯2

資 料 編
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    所在地番 　　　松本市村井町南２丁目１２２９番地４

　　　宅地

地積 　　　3,307.00㎡

消防局・消防署所分布図

旧伝染病舎跡地3

広域消防4
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⑴ 共同研修の実施状況

年度 回数 参加者(人）

元

－ －

－ －

10月開催

⑵ 派遣研修の実施状況

年度

元 　一般行政

　一般行政

参加者数

 職員研修(プレゼンテーション研修)

内　　　　　　　容　　　　　　　等

　参加市村なし－

 職員研修(タイムマネジメント・サービス向上研修)

 職員研修(ワンペーパー資料作成研修)　※オンライン研修

 　同　上

 新型コロナウイルス感染症拡大のため中止

参加市町村等数 内　　　　　　　容　　　　　　　等

　一般行政

　一般行政

－

　都道府県知事が圏域を指定し行政機能の分担等を推進してきた国の広域行政圏施策（ふるさ
と市町村圏施策）は、社会経済情勢の変化や市町村合併の進展等の中で当初の役割を終えたも
のとして、平成２１年３月３１日をもって廃止されたことから、「広域行政圏計画策定要綱」
及び「ふるさと市町村圏推進要綱」の廃止に伴い、当地域のふるさと市町村圏計画についても
新たな計画は策定したいこととし、その役割を終えています。
　なお、それ以降は、関係市町村と広域連合は、必要な連絡調整を行いながら、関係市町村の
基本計画及び広域計画に沿って事業を進めています。

策定年月 計画期間 基本理念 圏域の将来像 施策の大綱

第1次 平成2年3月
平成2年度

～平成6年度

第2次 平成7年2月
平成7年度

～平成11年度

第3次 平成11年11月
平成12年度

～平成16年度

第4次 平成17年7月
平成17年度

～平成21年度

・　快適で安全な環境と明るく住みよい

　　まちづくり

・　やすらぎと生きがいのあるまちづくり

・　人と文化を育むまちづくり

・　魅力ある産業と活力あるまちづくり

・　効率的な行財政運営と住民サービスの

　　充実したまちづくり

・　快適で安全な環境と明るく住みよい

　　地域づくり

・　健やかでやすらぎのある地域づくり

・　人と文化を育む地域づくり

・　活力ある産業と魅力ある地域づくり

・　住民参加による地方分権時代の地域

　　づくり

職員の共同研修及び派遣研修7

ふるさと市町村圏計画策定経過8

松本広域連合　広域計画

　　　介護保険法の施行(平成１２年４月１日)に基づき、当時の関係１９市町村により介護認定審査会
　　が共同設置されました。
　　　介護認定審査会では、保健・福祉・医療の各分野の学識経験者を審査会委員として任命し、要介
　　護認定に係る審査・判定業務を行っています。

　　　ア　名    称　　　松本広域連合介護認定審査会
　　　イ　委 員 数　　　９５人
　　　ウ　合議体数　　　１９合議体（１合議体５人）
　　　エ　開催回数　　　毎週９～１０回

　　　ア　名    称　　　松本広域連合介護認定審査会
　　　イ　委 員 数　　　９５人
　　　ウ　合議体数　　　１９合議体（１合議体５人）
　　　エ　開催回数　　　毎週９～１０回

→ →

◆介護認定審査会審査判定状況

要支援１ 要支援２

　　　障害者自立支援法の施行（平成１８年４月1日）に基づき、当時の関係９市町村により障害程度区
　　分認定審査会が共同設置されました。
　　　平成２６年度からは、障害者総合支援法において障害程度区分を障害支援区分に改めたことから、
　　審査会の名称を、障害支援区分認定審査会へ変更しました。

　　　ア　名  　称　　　松本広域連合障害支援区分認定審査会
　　　イ　委 員 数　　　１５人
　　　ウ　合議体数　　　３合議体（１合議体５人）
　　　エ　開催回数　　　毎月３～４回

◆障害支援区分認定審査会審査判定状況

年度
要介護１

要支援
要介護５要介護４

区　　　　分　（内　訳）

非該当 要介護３要介護２
件数

区分６
年度 件数

区　　　　分　（内　訳）

非該当 区分１ 区分４ 区分５区分２ 区分３

介護認定審査5

障害支援区分認定審査6

関係市村

○申請の受付
○認定調査
○特記事項
○主治医意見書
○一次判定（コンピュータによる）

松本広域連合

二次判定
○認定審査会
(審査・判定)

関係市村

○支給決定
○認定通知

→ →

関係市村

○申請の受付
○認定調査
○特記事項
○主治医意見書
○一次判定（コンピュータによる）

松本広域連合

二次判定
○認定審査会
(審査・判定)

関係市村

○支給決定
○認定通知

資 料 編
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⑴ 共同研修の実施状況

年度 回数 参加者(人）

元

－ －

－ －

10月開催

⑵ 派遣研修の実施状況

年度
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 職員研修(プレゼンテーション研修)

内　　　　　　　容　　　　　　　等

　参加市村なし－

 職員研修(タイムマネジメント・サービス向上研修)
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－

　都道府県知事が圏域を指定し行政機能の分担等を推進してきた国の広域行政圏施策（ふるさ
と市町村圏施策）は、社会経済情勢の変化や市町村合併の進展等の中で当初の役割を終えたも
のとして、平成２１年３月３１日をもって廃止されたことから、「広域行政圏計画策定要綱」
及び「ふるさと市町村圏推進要綱」の廃止に伴い、当地域のふるさと市町村圏計画についても
新たな計画は策定したいこととし、その役割を終えています。
　なお、それ以降は、関係市町村と広域連合は、必要な連絡調整を行いながら、関係市町村の
基本計画及び広域計画に沿って事業を進めています。

策定年月 計画期間 基本理念 圏域の将来像 施策の大綱

第1次 平成2年3月
平成2年度

～平成6年度

第2次 平成7年2月
平成7年度

～平成11年度

第3次 平成11年11月
平成12年度

～平成16年度

第4次 平成17年7月
平成17年度

～平成21年度

・　快適で安全な環境と明るく住みよい

　　まちづくり

・　やすらぎと生きがいのあるまちづくり

・　人と文化を育むまちづくり

・　魅力ある産業と活力あるまちづくり

・　効率的な行財政運営と住民サービスの

　　充実したまちづくり

・　快適で安全な環境と明るく住みよい

　　地域づくり

・　健やかでやすらぎのある地域づくり

・　人と文化を育む地域づくり

・　活力ある産業と魅力ある地域づくり

・　住民参加による地方分権時代の地域

　　づくり

職員の共同研修及び派遣研修7

ふるさと市町村圏計画策定経過8

松本広域連合　広域計画

　　　介護保険法の施行(平成１２年４月１日)に基づき、当時の関係１９市町村により介護認定審査会
　　が共同設置されました。
　　　介護認定審査会では、保健・福祉・医療の各分野の学識経験者を審査会委員として任命し、要介
　　護認定に係る審査・判定業務を行っています。

　　　ア　名    称　　　松本広域連合介護認定審査会
　　　イ　委 員 数　　　９５人
　　　ウ　合議体数　　　１９合議体（１合議体５人）
　　　エ　開催回数　　　毎週９～１０回

　　　ア　名    称　　　松本広域連合介護認定審査会
　　　イ　委 員 数　　　９５人
　　　ウ　合議体数　　　１９合議体（１合議体５人）
　　　エ　開催回数　　　毎週９～１０回

→ →

◆介護認定審査会審査判定状況

要支援１ 要支援２

　　　障害者自立支援法の施行（平成１８年４月1日）に基づき、当時の関係９市町村により障害程度区
　　分認定審査会が共同設置されました。
　　　平成２６年度からは、障害者総合支援法において障害程度区分を障害支援区分に改めたことから、
　　審査会の名称を、障害支援区分認定審査会へ変更しました。

　　　ア　名  　称　　　松本広域連合障害支援区分認定審査会
　　　イ　委 員 数　　　１５人
　　　ウ　合議体数　　　３合議体（１合議体５人）
　　　エ　開催回数　　　毎月３～４回

◆障害支援区分認定審査会審査判定状況

年度
要介護１

要支援
要介護５要介護４

区　　　　分　（内　訳）

非該当 要介護３要介護２
件数

区分６
年度 件数

区　　　　分　（内　訳）

非該当 区分１ 区分４ 区分５区分２ 区分３

介護認定審査5

障害支援区分認定審査6

関係市村

○申請の受付
○認定調査
○特記事項
○主治医意見書
○一次判定（コンピュータによる）

松本広域連合

二次判定
○認定審査会
(審査・判定)

関係市村

○支給決定
○認定通知

→ →

関係市村

○申請の受付
○認定調査
○特記事項
○主治医意見書
○一次判定（コンピュータによる）

松本広域連合

二次判定
○認定審査会
(審査・判定)

関係市村

○支給決定
○認定通知

資 料 編

⑴ 障害支援区分認定審査会の概要（令和５年度）

⑵ 障害支援区分認定審査事務の流れ

⑴ 介護認定審査会の概要（令和５年度）

⑵ 介護認定審査事務の流れ

− 44 − − 45 −



松本広域連合　広域計画

松本広域連合規約

資 料 編

− 46 −



松本広域連合　広域計画

松本広域連合規約

資 料 編

− 46 − − 47 −



松本広域連合　広域計画資 料 編

− 48 −



松本広域連合　広域計画資 料 編

− 48 − − 49 −





目　　次

https://www.m-kouiki.or.jp

info@m-kouiki.or.jp



松本広域連合

期間:令和6年度（2024年度）～令和10年度（2028年度）

広域計画
松本広域連合

M a t s u m o t o  R e g i o n  U n i o n

松本広域連合　シンボルマーク
「円」は、松本地域を表し、「ｍ」は、松本の頭文字を
手書きで表現し、松本地域の市村が力強く未来に
向かって飛躍、発展する様子を象徴しています。




